
渡嘉敷村（とかしきそん）は、沖縄本島那覇市の西方に点在する島々、慶良
間諸島に属し、那覇市からは３２ｋｍに位置し、南北約９ｋｍ東西２ｋｍであ
り、慶良間諸島内では最大の島です。
渡嘉敷島の北部から中央部にかけては２００ｍを越す山々が連なり、島の東

側に開けた海食盆地に「渡嘉敷（とかしき）」集落が広がっております。島の
西側、慶良間海峡に面して「渡嘉志久（とかしく）」集落があり、南向きに開
けたビーチの近くに「阿波連（あはれん）」集落があります。
令和６年５月末日の人口は６７４人で、近年は７００人前後で推移しており

ます。

■観光名所

〒901-3592
住所：沖縄県島尻郡渡嘉敷村字渡嘉敷183
TEL：098-987-2321 FAX：098-987-2560
URL : http://www.vill.tokashiki.okinawa.jp/

あはれんビーチ
とかしくビーチ
西展望台
照山展望台
阿波連園地展望台 等

２０１４年３月５日、
珊瑚の日、渡嘉敷村と
座間味村を含めた慶良
間諸島が、３１番目の
国立公園として指定さ
れました。多様なサン
ゴ礁、ザトウクジラの
繁殖海域、ケラマブ
ルーと呼ばれる透明度
の高い海が広がります。

■とかしきの魅力

1月～3月にはホエールウォッチング、4月
の海開きから10月いっぱいまでは遊泳可能
な世界でもトップクラスの透明度を誇る海
や、国指定天然記念物のリュウキュウヤマ
ガメやケラマトカゲモドキ等が生息してい
る今も変わらぬ自然が魅力です。



■とかしきの平和

■とかしきの沿革

１９４１年（昭和１６年）１２月に
太平洋戦争が勃発し、１９４５年
（昭和２０年）３月２３日の正午過
ぎから始まった米軍艦載機の空襲で
は、集落のほとんどが焼失し、全島
が山火事となりました。その後も砲
爆撃は続き３月２７日に米軍は渡嘉
敷島に上陸、翌３月２８日の住民の
集団自決では３３０人もの尊い命が
奪われました。
現在でも、３月２８日には戦没者

を祀っている白玉之塔にて慰霊祭を
行っております。

古くから海を渡り交易を行い、琉
球王朝時代には多くの男達が進貢船
や楷船の乗組員として活躍しました。
明治時代には鰹業導入や慶良間薪の
生産などで活況を呈しましたが、太
平洋戦争における過酷な地上戦の場
となったこと、後に基地が建設され
たことなどにより鰹業は衰退し廃業
となりました。
現在では、世界的な透明度を誇る

海や、風光明媚で緑豊かな山々など
自然の豊かさから観光業がリーディ
ング産業となっています。

■とかしきの特産品
まぐろジャーキー
まぐろのつくだに
島むんゼリー
島むんジャム
おかず味噌（まぐろジャーキー入り）

村魚－カツオ

村花－ケラマツツジ

■主なイベント
とかしきまつり
とかしきマラソン
浜うり（旧3/3）
阿波連ハーリー（旧5/4）
渡嘉敷大綱引き（旧6/25）

村木－クバ
（阿波連にある
“くば山”）



渡嘉敷島 那覇から一番近い離島

担当：國仲 秀平
（くになか しゅうへい）

所属：渡嘉敷村役場 総務課
電話：098-987-2321
： dx-suishin@vill.tokashiki.okinawa.jp
ＨＰ：http://www.vill.tokashiki.okinawa.jp/

【担当者より一言】
沖縄本島の出身ですが、島での暮らし
に憧れ、渡嘉敷村へ移住しました。
島の穏やかで温かい雰囲気に囲まれな
がら仕事もプライベートも充実してい
ます。那覇から近いこともあり、特に
生活の不自由なく、楽しい島ライフを
過ごしています。

■住宅環境
・村営住宅７０戸
・職員用住宅１６戸
・滞在型体験農園ログハウス５棟

■交通アクセス
渡嘉敷港⇔那覇泊港（とまりん）
・高速船 （４０分）１日２便
・フェリー（７０分）１日１便
※季節や天候により増便や時間変更あり

■生活環境
・お買い物 商店（２）ＪＡおきなわ支店（１）

・医療 診療所（１）歯科診療所（１）

・子育て 保育所（１）幼稚園（１）
小学校（２）中学校（１）
※高校は無く15の春で島を離れます。

・飲食店 村内には約２０軒ほどあり、ランチはもちろん夜も営業しており、
同僚や家族はもちろんイベント・行事後や仕事のお疲れさんでも
利用出来ます。
海の家のようなお店からお洒落なカフェ、Ｂａｒやカラオケ、最
近ではキッチンカーも登場し、必ず好みの店が見つかるはず！

■スポーツ大会
・バレーボール大会
・野球大会
・村民体育祭
・駅伝大会

■文化芸能団体
・慶良間太鼓同志会
・渡嘉敷村青年会
・フラサークル
・その他（三線教室
や習字教室など）


